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新造船は、宇宙船！？ 

～苫小牧―仙台間に ニュー「きたかみ」就航～ 
 

 

約３０年にわたり運航した先代のきたかみに続き、苫小牧―仙台間を定期航路として

運航する太平洋フェリーのニュー「きたかみ」（総トン数１３，６９４トン、旅客定員

５３５名）が、１月２５日就航しました。 

 

 ２５日午前には苫小牧港・西港に初入港し、船内では歓迎セレモニーや関係者向け内

覧会が開催されました。 

 

 夕暮れに乗船し、夜間航行する新造船は「ＳＰＡＣＥ ＴＲＡＶＥＬ（スペーストラ

ベル）」をコンセプトにデザイン設計されており、運航中の夜には、６階と７階をつな

ぐ中央階段や７階のプロムナードにプロジェクションが投影され、宇宙船に乗り込んだ

かのような幻想的な空間が創り出されています。 

 

 歓迎セレモニーの様子や宇宙船のような船内の様子を写真でご紹介いたします。 

 

 船長へ花束贈呈 社長記者会見 エントランス 

ロビーの様子 乗船記念撮影 

キッズエリアの様子 


